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1. 2018年度1Q決算ハイライト

2. 今後の取組み

目次

1

Å2018 年度第1四半期の決算について、スライドに沿ってポイントをご説明

します。

Å財務諸表は、決算短信をご参照ください。

Åまず、2018 年度第1四半期決算のハイライトについてご説明し、その後、

今後の取組みについてご説明します。
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経常収益は前年同期比11%増加

経常損益は△90百万円、費用投下は継続予定

さらなる成長に向けて新経営体制へ移行

2018年度業績予想を修正

2018年度1Q決算のポイント

2

新契約業績は前年同期比で大幅に伸長

-新契約年換算保険料は前年同期比67%増加

Å2ページは、決算のポイントです。

Åまず、新契約業績は大幅に伸長し、年換算保険料は、前年同期比

67％の増加となりました。

Åこの結果、経常収益は着実に増加し、前年同期比11% の増加となりま

した。

Å経常損益は、新契約業績の伸長を目指し、積極的に営業費用を投下

したことにより、9,000 万円のマイナスとなりました。

Åまた、6月からは、新経営体制が始動し、さらなる成長に向けて、事業規

模の拡大を重視してまいります。

Åそのため、2018 年5月に開示した2018 年度業績予想の修正を発表し

ました。29ページでご説明します。
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2017/1Q 2018/1Q 前年同期比

経常収益 2,651 2,954 111.4%

事業費 1,005 1,380 137.3%

経常損益 136 90 -

四半期純損益 109 95 -

危険差益 616 681 110.5%

保有契約年換算保険料1 10,263 11,529 112.3%

保有契約件数（件） 243,610 272,830 112.0%

新契約年換算保険料1 343 572 166.7%

新契約件数（件） 7,793 13,285 170.5%

2018年度1Q決算サマリー

3

(百万円)

1. 1 1 12

Å3ページは、当第1四半期の決算サマリーです。

Åそれぞれの数値は、後ほど改めてご説明しますが、営業費用の投下によ

り、新契約業績が勢いよく成長し、保有契約及び経常収益は着実に伸

長しています。

Å次ページ以降で、個別にご説明します。
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Â営業費用の投下とチャネルの強化により、
新契約業績は力強く伸長

新契約年換算保険料/件数（四半期）

4
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13,285

572

17/1Q 17/4Q 18/1Q17/2Q 17/3Q

前年同期比

70%増加

前年同期比

67%増加

（期）

Å四半期ベースの新契約の年換算保険料と件数の推移です。

Å年換算保険料は、前年同期から67％増加し、5億72百万円となりまし

た。

Å件数も、前年同期から70％増加し、13,285 件となりました。

Å四半期ベースでは、年換算保険料の5億72百万円は、2013 年度第1

四半期以来であり、件数の13,285 件は、2013 年度第2四半期以来

の好業績となっています。

Å主な伸長の要因は、営業費用を積極的に投下したこと及び、インターネッ

ト直販・KDDI ・代理店の3つの販売チャネルが強化されたことです。
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保有契約年換算保険料/件数（四半期）

（月末）
5

Â保有契約件数は27万件を突破し、着実に伸長

: ͪ Ấ ̏ (̏)

: ͪ Ấ ₴ ͪ (ϤЛ)

17/06 18/03 18/0617/09 17/12

272,830

115.2

Å四半期ベースの保有契約の年換算保険料と件数の推移です。

Å年換算保険料は、115 億2千万円、件数は2018 年6月に27万件を突

破し、27万2,830 件となり、着実に増加しています。
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17/1Q 18/1Q

（参考）解約失効率3 6.5 6.3%

保有契約の内訳

6

17/06 18/06 構成比

保有契約件数 243,610̏ 272,830̏ 100%

内訳：定期死亡保険1 124,325̏ 135,060̏ 50%

内訳：終身医療保険1 72,092̏ 78,298̏ 29%

内訳：定期療養保険1 10,299̏ 9,824̏ 4%

内訳：就業不能保険1 36,894̏ 44,280̏ 16%

内訳：がん保険1 - 5,368̏ 2%

保有契約金額（保有契約高）2(百万円) 1,981,955 2,106,247

保有契約者数 155,817˲ 175,337

1. au au au 
2 au au 

2.

3.

Â 保有契約者数は2018年6月末で175,337人

Å保有契約件数の商品ごとの内訳です。

Å前年同期と比較して、構成比に大きな変動はありませんが、就業不能保

険の割合は徐々に増加しています。

Å保有契約者数は、2018 年4月に17万人を突破し、175,337 人となり

ました。
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Â保有契約の伸長に伴い、前年同期比11%増加

経常収益（四半期）

7

2,954(百万円)

17/1Q 17/2Q 17/3Q 17/4Q 18/1Q

前年同期比

11%増加

（期）

Å四半期ベースの経常収益の推移です。

Å第1四半期の経常収益は、保有契約の着実な増加により、前年同期比

11％増加の29億54百万円となりました。
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保険金及び給付金の支払状況（四半期）

保険金

給付金

493

17.7%

: ͪ ֗ ̂ ( ʠЛ)

: ͪ ֗ ̂ / ͪ

17/1Q 17/2Q 17/3Q 17/4Q 18/1Q
保険金支払件数（件） 20 15 20 20 22
給付金支払件数（件） 1,445 1,594 1,565 1,561 1,606
合計（件） 1,465 1,609 1,585 1,581 1,628

366373

426
394

Â保有契約の伸長に伴い、増加

Å続いて、本スライドから、費用項目についてご説明します。

Åまず、保険金及び給付金の支払状況についてです。

Å第1四半期は、保険金支払件数は22件、給付金支払件数は1,606

件となり、合計の支払額は4億93百万円となりました。

Å保険金等の支払いは、保有契約の伸長に伴い増加しますが、第1四半

期は、前年同期と比べ支払件数はほぼ変わらないものの、保険金額が

大きい契約が含まれていたため、増加しました。
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Â移行の影響は
1Qでは限定的

責任準備金繰入額（四半期）

9

899

32.2%

17/1Q 17/4Q 18/1Q17/2Q 17/3Q

: ̑ ρ Њ ( ʠЛ)

: ̑ ρ Њ / ͪ

1. 2018

Â5年チルメル式

から標準責任

準備金へ移行1

（期）

Å次に、責任準備金繰入額の推移です。

Å責任準備金の積立方式を、2018 年度より、5年チルメル式から標準責

任準備金に移行しました。

Åそのため、2018 年度以降に獲得した契約（更新を含みます）は、標準

責任準備金にて積み立てを行っています。また、2017 年度まで5年チル

メル式にて積み立てていた契約は、2018 年度から5年間かけて、5年チ

ルメル式から標準責任準備金へ移行を行い、その差額を解消するように

積み立てる予定です。

Å移行の影響は、第1四半期は限定的ですが、新契約業績の状況によ

り、今後は変動するものと認識しています。
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Â商品発売以降、営業費用は積極投下を継続

事業費（四半期）

10

1,380

営業費用

システム
その他費用

保険
事務費用

17/1Q 17/4Q 18/1Q17/2Q 17/3Q

2017₴8 Ṹ 1,458

1,188

1,289

1,005

(百万円)

（期）

Å続いて、事業費の推移です。

Å営業費用は、前年同期の4億25百万円から大きく増加し、7億39百万

円となりました。これは、2017 年8月の商品発売以降、積極的に投下を

行っているためであり、営業費用の積極投下は今後も継続する予定で

す。

Å保険事務費用及びシステムその他費用については、大きな変動はなく、

2017 年度第1四半期から当第1四半期にかけて、ほぼ横ばいで推移し

ています。
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Â営業費用を増加するも、前年同期比で
同水準を維持

新契約の獲得効率（四半期）

11
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Å新契約の獲得効率は、営業費用を積極的に投下したものの、新契約業

績が伸長していることから、前年同期と同水準を維持しました。

Å今後も営業費用の積極的な投下を予定していますが、獲得効率は常に

注視していきたいと考えています。

11



136

ơ135

ơ12

ơ186

Â営業費用の積極投下により減少

経常損益及び純損益（四半期）

12

( ʠЛ) 17/1Q 17/2Q 17/3Q 17/4Q 18/1Q

経常損益 136 135 12 186 90

四半期純損益 109 124 27 206 95

経常損益
( ʠЛ)

△90

Å以上の結果、営業費用を積極的に投下したことにより、第1四半期の経

常損益は9,000 万円のマイナス、四半期純損益は、9,500 万円のマイ

ナスとなりました。
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Â減少要因は、営業費用投下による事業費の増加

13

(百万円)

経常損益の増減分析

17/1Q 18/1Q

その他

8

保険料等
収入の増加

294

事業費の増加

△374

その他

△35

136

△90

経常損益の変動要因

保険金等
支払金の増加

△133

収益項目 費用項目

責任準備金等
繰入額の減少

12

（期）

Å第1四半期の経常損益の変動要因です。

Å保有契約の増加に伴い、保険料等収入は増加したものの、主に営業費

用の投下により、事業費が増加しました。

Åこの結果、経常損益は前年同期から減少し、9,000 万円のマイナスとな

りました。
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17/1Q 18/1Q Ṕ

保険料等収入 2,588 2,882 294

その他 63 71 8

経常収益 2,651 2,954 302

保険金等支払金 467 600 133

責任準備金等繰入額 912 899 ơ12

事業費 1,005 1,380 374

その他 128 163 35

経常費用 2,514 3,045 530

経常損益 136 ơ90 ơ227

特別損失・法人税等合計 27 4 ơ23

四半期純損益 109 ơ95 ơ204

要約損益計算書（四半期）

14

(百万円)

Å14ページは、第1四半期の要約損益計算書です。

Å詳細は、これまでにご説明したとおりです。
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15

基礎利益・三利源分析

( ) 17/1Q 17/2Q 17/3Q 17/4Q 18/1Q

危険差益 616 661 662 682 681
費差益 454 778 642 877 △754
利差益 2 7 2 6 △5

基礎利益 159 109 17 188 △77

Â危険差益は着実に計上
681

危険差益
(百万円)

Å続いて、生命保険会社の収益力を示す指標である基礎利益です。

Å危険差益は、前年同期比11％増加と着実に計上しています。

Å費差損益は、営業費用の投下により事業費が増加し、前年同期比でマ

イナスが拡大しました。

Åこの結果、基礎利益は、7,700 万円のマイナスとなりました。

Åなお、基礎利益の計算方法の図解を、補足として35ページに記載してい

ますので、ご覧ください。
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（百万円） 17/03 18/03 18/06

総資産 31,934 35,541 36,435

現金及び預貯金 1,004 926 977

買入金銭債権 1,999 1,999 1,499

金銭の信託 995 2,567 2,641

有価証券 26,372 28,303 29,498

国債 9,876 8,398 8,402

地方債 1,496 1,505 1,506

社債 11,751 13,892 14,997

株式1 334 346 432

外国証券2 819 - -

その他の証券3 2,095 4,161 4,158

負債合計 18,288 22,153 23,044

保険契約準備金 17,501 21,186 22,082

純資産 13,645 13,387 13,391

ソルベンシー・
マージン比率

2,723% 2,455% 2,402%
1.

2. 2018
3

3. 16

財務状況

Â資産運用の
多様化を促進

Â保有債券の

修正デュレーション

12.3年

Å次に、貸借対照表のご説明をします。

Å総資産は、364 億35百万円となり、前期末比で増加しました。

Å資産運用は、引き続き、多様化を促進しています。

Å保有債券の修正デュレーションは、12.3 年となりました。

Åソルベンシー・マージン比率は、前期末比で減少し、2,402% となりまし

た。減少の主な要因は、保有契約の増加により保険リスクが増加したこと

ではありますが、十分な支払い余力を有しています。

Åソルベンシー・マージン比率の計算方法も、補足資料として36ページに図

解していますので、ご覧ください。
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定期死亡保険のリニューアル

Â業界最安水準の保険料1と幅広い年齢のニーズに
対応した保障で、新契約業績をけん引

17
1. 6 10

β2018 4 2
30 40 50 500 1,000 10

Å本スライドから、第1四半期の主な取組みをご説明します。

Å2018 年4月に定期死亡保険をリニューアルしました。

Å業界最安水準の保険料を維持するとともに、保障の選択肢を拡充し、リ

ニューアル後も引き続き、競争力のある商品として新契約業績をけん引し

ています。
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18

「auの生命ほけん」を拡充

2018₴4
Renewal

2018₴4
New!

Â新たに「au がんほけん」が加わり、着実に伸長

Å「auの生命ほけん」についても、2018 年4月に、新たに「auがんほけん」の

販売を開始しました。

Å販売開始に伴い、KDDI 社において「auの生命ほけん」の販売を強化し

ています。

Å「auの生命ほけん」は、販売開始以降、着実に伸長しており、当社の業

績に寄与しています。
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商品への評価

Â各保険商品において外部機関から高い評価

1. .com .com 2017 1 1 2017 12 31 

2. 2018 2017 1 1 2017 12 31

3. BP 2018 5 19

Åスライドのとおり、第1四半期は、外部機関から、定期死亡保険、就業不

能保険、がん保険において高い評価を獲得しました。

Å昨年8月に発売したがん保険は、雑誌「日経トレンディ」において、保障

内容が評価され「日経トレンディ大賞」を受賞しました。がん保険は競合

商品が多い中で、評価を得たことを活用しながら、今後も販売拡大に努

めていきます。
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がん生活サポートサービスを拡充

https://www.lifenet-seimei.co.jp/survivorship/

外見ケア 炊事・家事

通院・通勤

遠隔セカンドオピニオン

20

Âがん罹患者の意見をもとに、
専門企業と提携して必要なサービスを紹介

New!
New!

New!

Åがん生活サポートサービスは、がん経験者の意見をお聞きして、がんの治

療中に必要となるサービス、あると助かったサービスを選別し、専門企業と

提携することで紹介するものです。

Å2017 年8月のがん保険「ダブルエール」の販売に伴い開始したサービス

で、徐々に提携先を拡大しています。

Å新たに、2018 年6月からは、オンラインで「がんと生殖医療」に関する情

報が得られたり、治療に関する相談ができる「オンラインがん・生殖医療カ

ウンセリング」や、乳がん経験者向けの商品、がん罹患時の栄養補助食

品のご紹介を開始しました。

Å今後も、働きながらがんの治療を続ける際のさまざまな負担を、経済的に

も精神的にもサポートすることができればと考えています。
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契約者アプリの提供を開始

1. 2018 8 iPhone

ＩＤやパスワードの入力の手間を省き、
指紋や顔認証でかんたんにマイページへのログインが可能に1

Â契約者のさらなる利便性向上を目指して

Å2018 年6月から、ご契約者向けにiPhone 用のアプリの提供を開始しま

した。

Åご契約者が、アプリを利用することでID やパスワードを使わずに、顔認証や

指紋認証といった生体認証の機能を利用して、ご契約者の専用サイトで

あるマイページにログインができるようになりました。

Å引き続き、お客さまの利便性を向上するためのサービスの開発に取り組ん

でまいります。
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1. 2018年度1Q決算ハイライト

2. 今後の取組み

目次

22

Å続いて、今後の取組みについてご説明します。
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23

開業から10周年

Âこれからもお客さま視点での挑戦を継続

09/03 18/03

20ʠ̏

Å当社は、2008 年5月に開業し、今年の5月で10周年を迎えることができ

ました。

Åこれからも挑戦者という立場を忘れず、お客さまに新しい価値を提供し続

けるとともに、常にお客さま視点に立った商品・サービスの提供を追求する

ことで持続的成長を実現してまいります。
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24社外取締役 篠塚英子 社外取締役 髙谷正伸 社外取締役 水越豊

常務取締役
八田斎

取締役会長
岩瀬大輔

取締役副社長
西田政之

社外取締役 勝木朋彦

取締役
木庭康宏

常務取締役
逆井幹則

新経営体制へ移行

Â新社長のもと、次の飛躍的な成長を目指す

代表取締役社長
森亮介

Å開業から10年を節目に、新しい経営体制へ移行しました。

Å2018 年6月の株主総会等を経て、代表取締役社長が創業者の岩瀬

から私（森）へ交代し、社長であった岩瀬は取締役会長に就任しまし

た。
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25

新経営体制の方向性

Â事業規模の拡大を重視

Âインターネットの生命保険会社から、
生命保険のインターネット企業へ

Â「正直に わかりやすく、安くて、便利に。」
の理念は継承

Å新しい経営体制で目指す方向性は3点です。

Å1点目は、事業規模の拡大を重視することです。

Å2点目は、インターネットを活用する生命保険会社から、生命保険の免

許を持つインターネット企業となることです。

Å3点目は、当社の開業時に掲げた「正直にわかりやすく、安くて、便利

に。」という思いは変えずに、お客さま本位であり続けることです。

Å次ページ以降で、詳細をご説明します。
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26

事業規模の拡大を重視

Â中長期の収益性向上を目指して、
営業費用を積極的に投下

事業規模
の拡大
サイクル

ʴ ǵ
֛ ʣׄר

ᵣ ș
ʤ

˗ 1

Ṷ̌ʤ
ͪ ֛Њ
ǵṔқ

1.

Ấ
ǵ̤

֛ Ḩ ǵ
▌ӓ

Åまず、事業規模の拡大についてです。

Å本スライドの左側の円で示したとおり、まずは営業費用を積極的に投下

し、新契約業績の継続的成長を目指します。

Å新契約業績の伸長に伴い、保険料収入が増加することによって収益基

盤が強化され、さらなる営業費用の投下が可能となります。

Åこのサイクルにより、事業規模が拡大するとともに事業費率が低下し、中

長期において収益性の向上が実現できると考えています。
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2,215 2,315 

5,876 

10,421 

37.7%

22.2%

事業規模の拡大によるメリット

27

2012 2017 将来
（イメージ）

Â事業費率1が低下し、さらなる成長投資により
中長期の収益性向上を実現

保険料

: ˗ (ᵣ )( ʠЛ)
: ˗ (ᵣ ˗ / ͪ )

: ͪ ( ʠЛ)

事業費2

1.

2.

（年度）

保険料の増加に伴い低下

Å続いて、本スライドを用いて、事業費率の低下が、収益性向上に繋がる構造を

ご説明します。

Å実績として、2012 年度から2017 年度にかけて、保険料収入は約2倍に増加

している一方、営業費用を除く事業費、すなわち、保険事務費用及びシステム

その他費用は、保険料の収入に比例して増加していません。よって、保険料に

対する営業費用を除く事業費の割合は低下しています。

Å生命保険は、ストックビジネスであり、規模の経済が強く働く事業であることか

ら、事業規模が拡大すればするほど、営業費用を除く事業費率は低下します。

Å事業費率が低下することで、さらなる営業費用の投下や、中長期における収

益性向上が可能となると考えています。

Åそのため、現時点においては、短期の期間損益にはこだわり過ぎず、営業費用

の投下を継続して事業規模の拡大を目指してまいります。
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7,307 

6,312 

6,980 

9,142 

7,793 

8,649 

10,555 

12,178 

13,285 

279 269 
312 

441 

339 323 

428 

731 

425 

690 

626 

885 

739 

15/1Q 2Q 3Q 4Q 16/1Q 2Q 3Q 4Q 17/1Q 2Q 3Q 4Q 18/1Q

Â新契約業績の伸長に着実に寄与

営業費用の投下による効果

28

2017年8月以降、

営業費用を積極投下

: Ấ ̏ (̏)

: ᵣ ( ʠЛ)

Å28ページは、新契約業績の推移と営業費用の投下との関係を示したグ

ラフです。

Åグラフが示すとおり、2017 年8月の商品発売以降、積極的な営業費用

の投下を継続していることが、新契約業績の伸長に着実に寄与しており、

投資の効果を実感できています。
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2018年度業績予想の修正

29

(百万円)

Â事業規模の拡大を目指して、
さらなる営業費用の積極投下を予定

【修正後】

業績予想
【修正前】

業績予想

（参考）

2017年度

実績

経常収益 12,300 12,000 10,962

経常損益 ơ800 0 △197

当期純損益 △600 0 △249

Å以上のことから、現在の状況を成長の好機ととらえ、事業規模の拡大を

目指して、営業費用を積極的に投下するため、2018 年5月に開示した

業績予想の修正を行いました。

Å経常収益は120 億円から123 億円へ、経常損益はゼロから8億円のマイ

ナスへ、当期純損益はゼロから6億円のマイナスへ修正しました。

Åなお、補足のご説明となりますが、会計上、2018 年度に獲得する新契

約業績の費用は、2018 年度の経常損益として計上されるため、本業績

予想に織り込んでいますが、2018 年度に獲得した新契約業績の収益

は、必ずしも2018 年度に計上されるものではないため、経常損益の修正

額に対して、経常収益の伸びは限定的となっています。

Åたとえば、2019 年3月に獲得した新契約にかかる費用は、2018 年度の

経常損益に影響を与えるものの、収益は、2018 年度にはほとんど影響し

ないこととなります。
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Âさらなる成長に向けた今後の取組み

30

インター
ネット
直販

代理店KDDI

インターネット直販
→ 営業費用の積極投下により

販売を促進
→ ウェブサイトの改善を継続し、

スマートフォン対応を強化

KDDI
→ 新商品発売に伴い販売強化
→ 店舗トライアルの取組みは

継続中

代理店
→ 販売代理店数の拡大に

向けて対応中
→ 就業不能保険の販売強化

3つのチャネル活用を強化

Å引き続き、新契約業績の伸長を目指して、3つのチャネル活用を強化して

まいります。

Åインターネット直販チャネルでは、営業費用を積極的に投下することで販

売を促進するとともに、ウェブサイトの改善を続けることで、スマートフォン対

応を強化し、お客さまの利便性を向上します。

ÅKDDI チャネルでは、2018 年4月のがん保険の販売開始に伴い、「auの

生命ほけん」全体の販売強化を実施します。また、店舗でのトライアルの

取組みは継続中です。

Å代理店チャネルでは、当社の商品を取り扱いいただく代理店数の拡大に

向けて対応中です。また、現在市場が拡大しつつある「就業不能保険」

を中心に販売強化をしてまいります。
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31

テクノロジーの活用

Âよりお客さま視点の保険商品・情報・サービス
の提供を目指してテクノロジーを活用

ɅȶȽɩɵɄȭɌɫȶɶ

「保険×情報・サービス」による生活サポート

HealthTech

健康情報との
新しい向き合い方

InsurTech

保険の新しい
届け方

FinTech

お金との新しい
付き合い方

保
険

子育て

健康医療

お金

仕事

Å最後に、テクノロジーの活用についてです。

Å当社は、10年前にインターネットを活用して生命保険の販売を開始しま

した。この10年の間に、インターネットやテクノロジーの利用状況は大きく

変化し、お客さまの期待値も変わってきたことから、当社も変化していかな

ければならないと感じています。

Åさまざまなテクノロジーを活用しながら、インターネットで生命保険を届ける

ことだけにとどまらず、保険の周辺にある情報やサービスも含め、お客さまに

新しい価値を提供してまいります。
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32

ライフネットの生命保険マニフェスト

お客さま一人ひとりの生き方を応援する企業でありたい。
そのために、これからも挑戦を続けます。

(1) ǦǨǶƲ ᴁͪ ǵ șǫǖȒƳ ᴁͪ Ƕ ǵƼǚ
ȔǷǳϼǵ ǓȂǞǋƽǯǋǍ₁ ǒȐ ȅȓǭǔǦǯǋǍԍ
ș⸗ȓǡǲƳ

(2) ǦǨǶƲǑὖǜȅǵṶǲ șϊǘƲǑὖǜȅǲ̲Ǔⱳ ǒș
₡ǲ Ǐ ҲǠȒƳ

(3) ǦǨǶƲ ѝǦǨǵ֘˲ȋὤ ǲ ͬșȉǪǭǠǠȈȐȓȒ
ᵀᴜɵȳɶɑȷǧǘșᾴǘȒƳ

(4) ǵ ǏȒ̝ ǲǠȒƳ ǦǨǶƲ ᵣǵǚǯƲᵀᴜǵǚǯƲ
ᴣǵǚǯƲǰȚǱ̝ ǱǵǒƲ ǲ̟ǏȒƳ

(5) ǦǨǶƲẉ șᾗר ǞƲӲҘǞǉǍǚǯǮƲẀӓǲᾍꜘǞ
ǫǬǘȒƳ100₴♥ȉǑὖǜȅǲὄⱲșᾴǘȐȓȒ̝ ǮǉȒǦ
ȈǲƳ

(6) ǦǨǶƲ₡ǲ ὕǲ ҲǠȒƳȱɱɕɧȢȠɱȷș ὃǞƲ
Ο șẎўǲǠȒƳ

(1) ǦǨǶƲƼ ᴁͪ ǓȖǒȒƽ Ḹș ͑ǠȒƳǑὖǜȅǓ
ѝǲǉǪǦͪ ș ♬ǞǭƲ ȀȒȏǍǲƳ

(2) ǦǨǶƲ ȉǓ ȚǮ ǮǔȒƼ ƽ ͪ Ấ ș
ǫǖȒƳ

(3) ǦǨǶƲǑ Ǟ ȆǧǘǮǱǖƲͪ ɵ ̂ ș ǠȒ
ǯǔǲǚǤƲȖǒȑȋǠǋǯדǪǭȉȐǏȒᵀᴜȋȳɶɑȷș
ᾴǘȒƳ

(1) ǦǨǶƲͪ Кὦș ҈ǲǞǱǋƳⱳ ǱρǏșƲ Ǳ
ᴁͪ Ǯ ǠȒƳ

(2) ǦǨǶƲȏǋᵀᴜșὄǖ ͑ǠȒǦȈǵ›ẑșהȐǱǋƳ
(3) ǦǨǶƲ ᴁͪ ș ǏƲǤǵѝșǑὖǜȅǵ˲ ǵ Ǟ
Ȇǲ̓ǪǭȂǞǋǯ ǏȒƳ

(1) ǦǨǶƲǛẤ ǵ ǒȐͪ ɵ ̂ ǵ֞ǘ֝ȑȅǮƲ
ǉȐȍȒḹ ǮǑὖǜȅǵ͛ѫș ǠȒƳ

(2) ǦǨǶƲ ǦǨǵ ǏǲВ ǞǭǖȓǦɏɶɆɈɶǯӲҘǞ
ǭƲǑὖǜȅǲᵀᴜȋȳɶɑȷșᾴǘȒ șṔȋǠƳ

(3) ǦǨǶƲ ᴁͪ ǵ ș ǏǭƲƼ ǔǭǋǖƽǚǯș Ǐ
Ȓ Ḹǯȳɶɑȷǲ ȓȒ ̝șṔȋǠƳ

(4) ǦǨǶƲǑὖǜȅǵ ♅ǵϼǲǉȒƼ͛ѫǱ ᴁͪ ƽș
ǞǭƲ ǵ ̈ǵ►ǦȑѼșǫǖȒƳ

ǦǨǵ Ҳ1 ᴁͪ șƲȉǪǯƲȖǒȑȋǠǖ2

ᴁͪ șƲὄǖǠȒ3 ᴁͪ șƲȉǪǯƲ͛ѫǲ4

「正直に わかりやすく、安くて、便利に。」

Â未来に向けて、2018年6月に見直し

Å全社員で検討を行い、2018 年6月に、「ライフネットの生命保険マニフェ

スト」の見直しを行いました。

Å開業時に掲げた「正直にわかりやすく、安くて、便利に。」という思いは変

えずに、10年経過したことにより時代に合わせた内容に更新するとともに、

これからもお客さま視点に立った生命保険会社であり続けるために未来志

向の内容となっています。

以上
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https://ir.lifenet-seimei.co.jp/ja/

「IRメール配信」へのご登録でニュースリリースの

情報やIRサイトの更新情報を随時お届けします。

本資料に記載されている計画、見通し、戦
略及びその他の歴史的事実以外は、作成時
点において入手可能な情報に基づく将来に
関する見通しであり、さまざまなリスク及び不
確実性が内在しています。実際の業績は経営
環境の変動などにより、これら見通しと大きく
異なる可能性があります。
また、本資料に記載されている当社及び当

社以外の企業などに係る情報は、公開情報
などから引用したものであり、情報の正確性
などについて保証するものではありません。
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補足資料
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35

基礎利益の利源分析の図解
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36

ソルベンシー・マージン比率の図解
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